
	
	

	

⽬標１：国内の貧困をなくそう 
国内の貧困を学び、何ができるかを考え、⾏動に移そう！ 

GDP では、アメリカと中国に続く第３の経済⼤国が⽇本。しかし、⼦ども
の貧困率は OECD(経済協⼒開発機構)の中で最悪の⽔準にあります。 

(引⽤：⽇本財団) 

⽇本に貧困ってあるの？ 

どんな活動が⾏なわれている？  

⾃分でアクションを起こそう！ ̶⾃分の⽬標と計画を⽴てて⾏動に移そうー 

主要 36 か国中 24 位?! ⼦どもの貧困率 

貧困になると何が困るの？ 

貧困になる理由・原因は？ 

指標 1.2 
2015 年、国内の⼦どもの貧困率(相対的貧困率)は 13.9%。7 ⼈に 1 ⼈が貧困と
いうことに。また、ひとり親世帯の貧困率は 50.8%。 
(OECD 加盟国の平均は 13.2%。隣の韓国は 7.1%。) 
⼤⼈の貧困率も含めると、36 か国中 29 位に。(引⽤：朝⽇新聞, 2017 年 6 ⽉) 
 

実は、病気、怪我、介護、転職、失業、離婚、夫が他界…など、
誰にでも起こりうることがきっかけで貧困家庭になることがあ
る。また、そうなった時の頼りが基準の厳格な⽣活保護しかない
ことも⾼い貧困率に関係している。 
例：年収が 1200 万円あった 50 代男性は病気にかかり、復帰後は⺟親が病気になり、
介護と仕事の両⽴が出来ず解雇され、バイト⽣活を始めた。(引⽤：東洋経済 ONLINE) 

・⼤学進学が困難になる。 
 ⽣活保護世帯の⾼校までの進学率は 90.8%だが、⼤学進学率になると 19.2%に。 
 50 代の⼤卒者と⾼卒者の収⼊差は 20 万円に。また、⾼卒者の⽅が離職率も⼤卒者より⾼い。(引⽤：BuzzFeedNews) 
 
・所得が増えればいいというわけではない。 
 ⺟⼦家庭の 44%が⾮正規雇⽤(パート・アルバイトなど)。正規雇⽤との収⼊差は 315 万円にもなる。 
 また、パートで稼いでも⼦どもの⾯倒を⾒る時間がなく、貧しい⾷⽣活を送ったり、勉強についていけなくなり、 
 不登校や引きこもりにつながることも。⽗⼦家庭では 68.2%が正規雇⽤で、⺟⼦家庭との間に⼤きな格差がある。 
 (引⽤：excite ニュース、毎⽇新聞, 2017 年 7 ⽉) 

 

＼家がないだけじゃない／ 

	 ホームレスの現状 
現在、ホームレスは 5534 ⼈
(2017 年)。東京都は 1397 ⼈。 
ホームレスはお⾦や家を
与えればいいだけの話で
はない。ホームレス状態
になった後、もう⼀度チ
ャレンジできる⼿段があ
ることが解決へのヒン
ト。 
(引⽤：厚⽣労働省、logmi) 
 

す ぐ に で き る こ と： 

頑張ればできそうなこと： 

学習⽀援、⼦ども⾷堂(⼦どもや親、地域の⼈に無料もしくは安く⾷事を提供)、フードバンク(品質に問題ないが売れない
⾷品を配給)など全国各地の NGO が政府や地域、企業と連携して活動しています。また、内閣府が「⼦供の未来応援プロジェクト」
を掲げ、HP を開設しています。検索してどんな取り組みがあるのか詳しく⾒てみよう！ 

指標 1.3 

国内で⾏われている対策や⽀援・活動をヒントに、 
⾃分は何ができるのかを考えてみよう！ 
 


